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No. ４２８
平成 27 年５月

行
事
予
定

碩
心
会
総
会

　

日
時　

５
月
23
日
（
土
）
開
会
午
後
６
時

　

場
所　

逗
子
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
第
２
・
３
会

　
　
　
　

議
室

神
奈
川
誠
吟
会
創
立
55
周
年
記
念
大
会

　

日
時　

５
月
31
日
（
日
）
開
会
12
時

　

場
所　

逗
子
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

第
24
回
神
奈
川
岳
風
連
合
会
青
少
年
吟
詠
大
会

　

日
時　

６
月
７
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

神
奈
川
公
会
堂

神
静
地
区
師
範
吟
詠
大
会

　

日
時　

６
月
23
日
（
火
）
開
会
10
時

　

場
所　

小
田
原
市
民
会
館

碩
心
会
温
習
会

　

日
時　

６
月
27
日
（
土
）
開
会
10
時
15
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
ホ
ー
ル

岳
風
忌

　

日
時　

７
月
１
日
（
水
）

　

場
所　

諏
訪
地
蔵
寺

第
３
回
全
国
俳
諧
歌
吟
詠
大
会

　

日
時　

７
月
２
日
（
木
）
開
会
９
時
30
分

　

場
所　

諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー

第
３
回
全
国
青
年
吟
詠
大
会

　

日
時　

８
月
８
日(

土)

開
会
11
時　

　

場
所　

小
岩
ア
ー
バ
ン
プ
ラ
ザ　

　

碩
心
会
、
春
の
審
査

会
も
終
わ
り
、
会
の
目

標
と
し
て
い
る
一
つ
に
、

吟
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

が
あ
り
ま
す
。
教
務
部

で
課
題
に
取
り
組
む
こ

す
る
。「
け
」
は
健
康
で
あ
る
。「
こ
」
は
「
こ
う
な
り

た
い
」
と
い
う
前
向
き
に
努
力
す
る
こ
と
、
内
面
の
充

実
が
い
か
に
大
切
か
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
活
の
中
や
吟
の
世
界
で
も
同
じ
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。
残
り
少
な
い
人
生
、
楽
し
く
、
ゆ
と
り
あ
る
日
々

を
吟
を
通
し
て
表
現
す
る
『
吟
力
』
を
養
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

吟
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

　
　
　

副
会
長
（
兼
）
教
務
部
長　

髙
橋 

岳
之

と
と
な
り
、
教
務
部
と
師
範
会
担
当
講
師
の
先
生
方
と

意
見
交
換
を
先
日
行
い
ま
し
た
。

　

支
部
の
指
導
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
か
つ
大
事

と
い
う
事
と
な
り
、
今
年
度
を
目
標
に
５
月
よ
り
、
原

則
各
月
１
回
・
内
山
・
上
村
・
加
藤
各
講
師
に
よ
る
指

導
者
対
象
の
吟
力
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
皆
様
の
先
生
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
出
来
た
か
ど

う
か
期
待
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
友
人
と
久
方
ぶ
り
に
再
会
し
、
あ
ま
り
に
も

若
く
は
つ
ら
つ
と
し
て
い
た
の
で
、
理
由
を
聞
い
て
み

る
と「
か
き
く
け
こ
」を
意
識
し
て
い
る
と
の
事
。「
か
」

は
感
動
す
る
。「
き
」
は
興
味
を
持
つ
。「
く
」
は
工
夫

  
み
ん
な 

で
増
や
そ
う
新
会
員

　

紫
陽
花
支
部
に
４
月
１
日
付
で
６
名
の
入
会
者
が
あ

り
ま
し
た
。
新
人
確
保
の
き
っ
か
け
を
世
話
役
を
さ
れ

た
中
山
辰
山
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　

支
部
独
自
の
初
め
て
の
方
を
対
象
と
し
た
「
詩
吟
お

試
し
教
室
」
を
３
回
計
画
、
講
師
に
根
岸
岳
啓
先
生
を

お
願
い
し
知
人
、友
人
等
に
手
作
り
の
チ
ラ
シ
を
配
布
。

第
１
回
の
参
加
者
は
１
人
で
し
た
が
、
２
回
以
降
６
名

の
参
加
者
が
あ
り
入
会
に
つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。「
今

後
も
会
員
の
増
強
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
の

頼
も
し
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

伊
藤
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少
年
１
名

　

146 
吉
田
朋
之
進
（
少
三
級
）

初
段
７
名

　

179
作
山
ミ
ツ　

180
金
子
笑
美
子　

181
雲
居
隆
栄

　

182
小
林
ふ
み　

183
清
水
淳
子　
　

184
北
本
綾
子

　

185
中
谷
惠
子

二
段
１
名

　

172
羽
白
昌
平

初
伝
６
名

　

166
佐
々
康
泉　

167
上
本
里
泉　

168
三
並
蒼
泉

　

169
結
城
翔
泉　

170
岩
田
文
泉　

 

三
段
８
名

　

157
小
俣
信
泉　

158
馬
場
奎
泉　

159
中
島
千
泉

　

160
井
上
裕
泉　

161
野
村
京
泉　

162
小
金
井
歩
泉

　

163
弦
巻
康
泉　

164
鈴
木
実
泉

四
段
６
名

　

151
本
多
菊
泉　

152
新
井
洋
泉　

153
山
田
眞
泉

　

154
伊
藤
琴
泉　

155
片
桐
泰
泉　

156
寺
山
紀
泉

中
伝
３
名

　

145
吉
田
桜
山　

147
伊
藤
洋
山　

148
山
口
青
山

五
段
３
名

　

137
山
中
郁
山　

138
吉
田
深
山　

139
常
盤
仙
山

六
段
１
名

　

134
古
敷
谷
江
山

奥
伝
１
名

　

122
斉
藤
悠
風

　

３
月
28
日
（
土
）
春
季
審
査
会
が
葉
山
町
福
祉
文
化

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
桜
の
花
が
和
ら
か
な
春
の
日

ざ
し
を
一
杯
に
受
け
、
私
達
を
迎
え
い
れ
て
く
れ
て
い

ま
す
。　

　

審
査
会
場
へ
進
み
役
員
の
方
々
に
よ
る
受
付
を
済
ま

せ
審
査
の
始
ま
り
を
待
ち
ま
す
。
開
始
時
間
で
す
。
い

よ
い
よ
審
査
が
始
ま
り
ま
す
。

　

順
番
を
待
つ
わ
ず
か
な
時
は
緊
張
し
ま
し
た
。
マ
イ

ク
の
前
に
立
ち
思
い
を
込
め
て
精
一
杯
吟
じ
ま
し
た
。

「
吟
じ
終
わ
り
て
清
風
起
る
」
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
、

終
わ
っ
た
あ
と
の
清
々
し
さ
、
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ほ
っ
と

し
た
気
持
ち
は
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

午
前
の
部
が
終
わ
り
審
査
員
の
先
生
方
か
ら
の
講
評

で
す
。
吟
ず
る
時
の
正
し
い
姿
勢
、
間
の
取
り
方
、
声

の
出
し
方
、
和
歌
の
吟
じ
方
等
基
本
的
な
事
の
教
え
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
私
は
感
じ
ま
し
た
。
言
葉
は
不
思
議
な
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。
人
に
苦
し
み
を
与
え
も
す
れ
ば
、
喜

び
や
幸
せ
を
贈
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
今
日
受
審
し
た

皆
さ
ん
一
緒
に
幸
せ
に
な
る
お
褒
め
の
言
葉
を
審
査
の

先
生
方
か
ら
賜
り
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
ガ
ン
バ
レ

る
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
ご
指
導
く
だ
さ
る
髙
見
先
生
の
下
、
楽
し
く

一
歩
一
歩
吟
道
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

昇
伝
段
位
認
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
27
年
４
月
１
日
付
）

  

平
成
27
年
春
季
審
査
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篁
風
支
部　

伊
藤 

洋
山

　

立
春
も
間
近
の
頃
、
公
演
の
依
頼
を
受
け
た
。
土
曜

日
の
要
望
。
碩
心
会
の
行
事
が
立
て
込
ん
で
お
り
２
月

14
日
し
か
な
い
。
当
ク
ラ
ブ
小
規
模
で
10
名
ほ
ど
の
受

け
入
れ
で
あ
る
。

　

会
場
を
訪
問
し
責
任
者
と
打
合
せ
を
し
た
。
常
任
理

事
会
に
連
絡
し
、私
の
一
存
で
会
場
に
近
い
三
支
部（
一

色
・
東
伏
見
・
滝
の
坂
）
に
お
願
い
し
て
公
演
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

聞
け
ば
当
ク
ラ
ブ
に
は
碩
心
会
の
相
談
役
だ
っ
た
中

村
岳
愛
先
生
が
お
ら
れ
る
と
い
う
。
伊
藤
岳
光
先
生
の

舞
の
師
匠
で
し
た
か
ら
、
一
色
支
部
に
は
特
に
好
意
的

に
協
力
を
頂
き
有
り
難
か
っ
た
で
す
。

　
「
開
会
の
言
葉
」（
伊
藤
）・「
挨
拶
」（
上
村
）

　
「
富
士
山
」（
合
吟
）

　
「
名
鎗
日
本
号
」（
吟
田
邊
）（
舞
岡
田
）

　
「
春
望
」（
吟
大
坪
・
角
田
）（
舞
上
野
）

　
「
山
行
」（
吟
有
友
）・「
胡
隠
君
を
尋
ぬ
」（
吟
広
瀬
）

　
「
本
能
寺
」（
吟
上
村
・
市
川
・
行
谷
）（
舞
野
村
）

　
「
静
御
前
」（
吟
伊
藤
・
小
菅
）・「
自
訟
」（
吟
上
村
）

の
８
題
を
演
目
と
し
た
。
最
後
に
私
が
「
紅
白
旗
の
昇

降
ゲ
ー
ム
」
を
や
り
遊
ん
だ
。「
閉
会
の
言
葉
」（
有
友
）

で
終
了
。
40
分
程
度
だ
っ
た
が
、
出
演
者
に
大
変
熱
を

込
め
て
力
強
く
演
じ
て
頂
い
た
の
で
大
成
功
裏
に
終
了

で
き
た
か
と
思
う
。
感
謝
で
す
。

 

生
活
リ
ハ
ビ
リ
ク
ラ
ブ
葉
山
慰
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
山
地
区
長　

行
谷 

隆
岳
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第
６
回
全
国
認
可
団
体
代
表
吟
道
大
会

　

３
月
15
日
（
日
）
東
京
の
日
経
ホ
ー
ル
に
於
い
て
標

記
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
各
地
か
ら
参
集
し
た
女

性
吟
者
の
和
服
姿
が
全
国
大
会
ら
し
い
華
や
か
な
雰
囲

気
を
醸
す
。
吟
詠
は
一
部
、
二
部
に
わ
た
り
各
認
可
団

体
を
代
表
す
る
吟
者
103
名
に
伍
し
て
、
碩
心
会
か
ら
磯

村
岳
朋
副
会
長
が
名
を
連
ね 
「
平
敦
盛
」
綱
谷
一
才

を
吟
じ
ら
れ
、
哀
切
蕭
々
た
る
詩
情
表
現
に
大
き
な
拍

手
を
呼
ん
だ
。
吟
詠
は
マ
イ
ク
無
し
、
伴
奏
無
し
。
こ

れ
が
一
層
の
緊
張
を
呼
び
、
真
剣
に
聴
き
入
る
。

　

特
別
番
組
「
日
本
漢
詩
の
旅
」
は
日
本
詩
吟
学
院
の

機
関
誌
・
吟
道 

が
50
回
を
超
え
て
連
載
す
る
漢
詩
に
詠

ま
れ
た
日
本
各
地
の
歴
史
を
尋
ね
る
シ
リ
ー
ズ
か
ら
。

優
秀
吟
者
に
列
す
る
24
吟
士
の
競
演
。
内
山
岳
青
会
長

は
「
舟
宿
暗
門
。
憶
曽
随
家
君
泊
此
、
今
十
一
年
矣
」
頼

山
陽 

を
詠
じ
ら
れ
た
。
模
範
吟
｜
そ
の
精
髄
を
謹
聴
、

加
え
て
挙
措
を
も
揺
る
が
せ
に
し
な
い
姿
勢
は
吟
道
修

得
の
輝
き
を
見
る
思
い
が
し
た
。
舞
台
に
漲
る
緊
張
感

は
聴
く
側
も
疲
れ
を
覚
え
る
。
詩
吟
の
魅
力
は
言
葉
、

人
物
、
歴
史
に
わ
た
り
、
奥
が
深
い
。　
　
　
　

常
盤

  

尚
歯
会
全
国
吟
道
大
会
に
出
吟
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
伏
見
支
部　

森
合 

盤
岳

　

桜
花
が
チ
ラ
ホ
ラ
咲
き
の
好
季
節
、
３
月
25
日
に

東
京
の
日
本
教
育
会
館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
で
開
催
、
日

本
全
国
か
ら
70
歳
以
上
の
会
員
を
出
吟
対
象
と
す
る
吟

道
大
会
で
、
尚
歯
会
の
名
称
は
歯
は
年
齢
、
尚
は
尊
ぶ

の
意
つ
ま
り
敬
老
大
会
で
、
出
吟
さ
れ
た
方
々
は
豊
か

な
人
生
経
験
を
精
一
杯
の
吟
声
に
の
せ
て
満
堂
を
圧
倒

し
た
観
が
あ
り
ま
し
た
。
独
吟
あ
り
合
吟
あ
り
の
110
出

吟
数
で
、本
碩
心
会
か
ら
は
森
合
（
独
吟
）、大
内
翠
岳
、

山
本
新
岳
、
小
林
芳
岳
、
小
金
井
歩
泉
（
合
吟
）
の
５

名
が
出
吟
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
と
し
て
は
第
３
回
、
頂
い
た
記
念
バ
ッ
チ

は
、
吟
と
氣
を
あ
し
ら
っ
た
素
敵
な
も
の
で
し
た
。

 

　
皆
伝
会
出
席
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

東
伏
見
支
部　

由
谷 

悦
岳

　

去
る
２
月
28
日
（
土
）
葉
山
港
湾
管
理
事
務
所
会
議

室
に
於
い
て
皆
伝
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
村
先
生
の
開
会
の
こ
と
ば
、
そ
し
て
碩
心
会
の
詩

の
合
吟
、
私
は
一
番
目
の
出
吟
と
あ
っ
て
緊
張
の
か
た

ま
り
の
ま
ま
吟
じ
終
え
ま
し
た
。

　

皆
伝
会
に
出
席
す
る
様
に
と
お
話
し
を
頂
い
て
か
ら

不
安
の
日
々
で
し
た
が
、
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
諸
先
輩
の
吟
を
拝
聴
出
来
る
事
、
前
日
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
お
名
前
の
下
に
教
本
の
ペ
ー
ジ
を
書
き
込

み
、
当
日
は
高
段
者
45
名
そ
し
て
、
内
山
先
生
、
上
村

先
生
、
加
藤
岳
洵
先
生
の
素
晴
ら
し
い
吟
を
聴
か
せ
て

頂
く
事
が
出
来
、
皆
伝
に
な
れ
た
ば
か
り
の
私
に
と
っ

て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
懇
親
会
も
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

　
相
州
岳
風
連
合
吟
道
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　

   

相
洋
支
部　

乘
松 

力
風

　

小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
３
月
８
日
（
日
）
横
須
賀
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
標
記
吟
道
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
講
は
磯
村
碩
心
会
副
会
長
が
漢
詩
「
春
暁
」
と

「
名
槍
日
本
号
」、
第
２
講
、
翔
風
吟
道
会
の
中
村
副
会

長
が
律
詩
「
近
江
八
景
」。
第
３
講
、
神
奈
川
誠
吟
会

の
桑
波
田
会
長
が
和
歌
「
か
き
も
せ
ず
」、
俳
句
「
古

池
や
」。
第
４
講
、
神
奈
川
青
嵐
会
の
村
島
会
長
が
近

代
詩
「
暮
坂
峠
」
を
講
義
。

　

各
講
と
も
に
笑
い
あ
り
、
歴
史
の
勉
強
あ
り
と
解
り

易
い
内
容
で
素
晴
ら
し
い
講
義
で
し
た
。
特
に
印
象
的

だ
っ
た
の
は
「
詩
吟
を
吟
ず
る
に
は
作
者
の
詩
情
、
背

景
等
を
理
解
す
る
事
が
大
切
」。
詩
吟
は
大
き
な
声
を

出
す
事
に
よ
り
健
康
に
よ
い
、
楽
し
い
と
今
ま
で
吟
じ

て
き
ま
し
た
。
日
頃
教
室
で
先
生
よ
り
、
今
日
の
講
師

と
同
じ
事
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
そ
れ
ら
を
疎
か
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
に
出
席
し
加
藤
先
生

へ
の
師
事
が
如
何
に
大
切
か
を
改
め
て
教
え
ら
れ
た
次

第
で
す
。

平成 27 年 初吟会 会計報告
科　目 金　額

収
入
の
部

前期繰越金
参加費
雑収入

4,179 円
414,000 円

9,000 円

合計 427,179 円

支
出
の
部

式典・新年会
飲食代
傷害保険
事務・通信費
会議費
運送・交通費
雑費
次期繰越金

41,000 円
328,854 円

2,205 円
6,000 円

13,384 円
11,000 円
14,668 円
10,068 円

合計 427,179 円



碩心 （せきしん）（ No. ４２８）

ー 4 ー

　
　

編
集
後
記

　　27 年５月 1 日現在 会員数
 逗子地区 １１４名
 葉山地区 ７６名
 合　　計 １９０名

新
緑
の
美
し
い
候
と
な
り
ま
し

た
。
今
号
よ
り
A4
サ
イ
ズ
と
な
り
、

文
字
も
少
し
大
き
く
な
り
読
み
易

く
な
り
ま
し
た
。

　

来
る
温
習
会
に
向
け
、
自
分
の

目
指
す
吟
詠
に
近
づ
く
た
め
一
生

懸
命
努
力
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い

ま
す
。
た
と
え
歩
み
は
遅
く
と
も
、

大
切
な
の
は
基
礎
の
積
み
重
ね
、

そ
し
て
内
面
を
磨
く
こ
と
も
重
要

な
事
だ
と
思
い
ま
す
。　

広
報
部

会　員　の　う　ご　き
＊入会（４月 1 日付）
　191　遠

えんどう
藤千

ち よ
代（紫陽花）葉山町堀内

 　　　　紹介者　根岸岳啓
　192　中

なかじょう
条千

ち よ こ
代子（紫陽花）葉山町堀内

 　　　　紹介者　曽村静岳
　193　藤

ふ じ い
井チトセ（紫陽花）葉山町一色

 　　　　紹介者　曽村静岳
　194　後

ご と う
藤節

せ つ こ
子（紫陽花）葉山町堀内

 　　　　紹介者　中山辰山
　195　増

ま す だ
田悦

え つ こ
子（紫陽花）葉山町一色

 　　　　紹介者　中山辰山
　196　鈴

す ず き
木健

け ん じ
二（紫陽花）葉山町堀内

 　　　　紹介者　中山辰山
＊入会（５月 1 日付）
　197　山

やまふじ
藤英

ひであき
昭（渚）葉山町長柄

 　　　　紹介者　有友嘉岳
＊退会
　 15 杉山岳雪（紫陽花）　44 大前岳千 ( 悠吟）
　110 梅澤彰風（酔吟） 　
 ＊指導者変更
　真澄支部  村田岳瀞 → 髙橋岳之（木曜教室）
　　　　　　　　　　    菊池岳悠（金曜教室）
＊支部長変更
　やよい支部　渡辺岳雲 → 山下信風　

タ
ー
の
様
な
楽
器
や
携

帯
用
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
レ
コ
ー
ダ
ー
等
は
無

く
、
先
生
の
口
伝
方
式

で
覚
え
た
も
の
で
す
。

詩
吟
は
正
確
な
読
み
と

抑
揚
が
大
事
で
、
余
韻

は
母
音
に
返
し
て
引
く

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。
先
生

の
吟
じ
方
を
真
似
る
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

先
輩
の
方
達
と
二
年
程
勉
強
し
た
後
、
審
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
、
初
伝
を
受
審
し
た
際
、
金
州
城
（
乃

木
希
典
）
を
吟
じ
た
。
雅
号
は
そ
の
作
者
の
一
字
を
と

り
、
先
生
か
ら
典
泉
の
雅
号
を
頂
い
た
。
そ
の
後
、
40

数
年
の
中
断
を
経
て
、
平
成
22
年
に
入
会
し
、
平
成
24

年
に
再
び
初
伝
を
受
審
し
、
同
じ
雅
号
を
用
い
て
再
出

発
と
な
っ
た
。

 

　「
楓
橋
夜
泊
」
と
私
の
詩
吟　
　
　
　
　

　
　
　

   　
　
　

や
よ
い
支
部　

山
下 

信
風

　

昨
年
２
月
、
上
海
に
居
る
娘
か
ら
『
旧
正
月
の
連
休

を
利
用
し
、
世
界
遺
産
の
蘇
州
・
寒
山
寺
に
来
て
い
ま

す
。
中
国
で
そ
の
禅
寺
は
「
楓
橋
夜
泊
」
と
言
う
漢
詩

で
有
名
だ
そ
う
で
す
。
詩
吟
で
も
、
詠
う
事
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
・
・
・
』
と
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

　

娘
家
族
が
上
海
に
移
っ
て
２
年
近
く
な
り
、
家
内
は

孫
に
会
い
た
い
様
子
で
し
た
が
、
尖
閣
問
題
やPM

2.5

等
で
な
か
な
か
足
が
向
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
メ
ー

ル
に
背
中
を
押
さ
れ
、
２
カ
月
後
に
は
娘
家
族
と
共
に

寒
山
寺
の
「
楓
橋
夜
泊
」
の
碑
の
前
に
い
ま
し
た
。

　

蘇
州
は
長
江
の
入
口
に
位
置
し
、幾
度
も
都
と
な
り
、

経
済
文
化
都
市
と
し
て
発
展
、
寺
院
・
庭
園
の
多
く
が

残
り
、
そ
の
一
つ
が
寒
山
寺
で
し
た
。
詩
が
詠
う
楓
橋

と
客
船
を
目
の
当
た
り
に
、「
楓
橋
夜
泊
」
碑
の
前
で

口
ず
さ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
蘇
州
・
上
海
の
多
く
を

観
光
し
食
し
飲
み
楽
し
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
こ
れ
以
上
は
、
と
自
分
の
詩
吟
に
限
界
を
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
続
け
れ
ば
こ
ん
な
新
た
な
出
会
い
が

有
る
の
で
は
と
、
詩
吟
教
室
に
向
か
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。

 
　
雅
号
の
由
来

　
　
　
　
　
　
　
　

   

長
柄
支
部　

加
藤 

典
山

　

私
が
詩
吟
に
出
会
っ
た
の
は
、
昭
和
39
年
金
沢
八
景

に
あ
る
Ｎ
製
鋼
所
に
転
職
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。配
属
さ
れ
た
職
場
の
先
輩
が
詩
吟
を
趣
味
と
さ
れ
、

お
昼
休
み
は
工
場
の
片
隅
で
大
声
で
詩
吟
を
し
て
い
る

の
を
何
回
か
聞
い
て
い
る
と
、
自
分
も
吟
じ
て
み
た
い

と
い
う
衝
動
に
か
ら
れ
、
指
導
を
受
け
る
事
に
な
っ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
他
の
職
場
の
方
も
多
数
い
て
同
好

会
の
様
な
形
で
稽
古
を
し
て
い
ま
し
た
。
時
々
外
部
か

ら
先
生
を
お
呼
び
し
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
正
式

に
は
金
沢
八
景
と
六
浦
の
二
カ
所
に
教
室
が
あ
り
、
地

域
の
人
達
と
一
緒
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の

時
の
指
導
は
松
本
岳
蔦
先
生
で
、
声
量
が
あ
り
豪
快
に

吟
じ
ら
れ
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
当
時
は
コ
ン
ダ
ク


